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第 2章．ソーシャルキャピタルとしての企業退職男性に関する研究 

 

研究分担者 澤岡詩野 公益財団法人ダイヤ高齢社会研究財団 主任研究員 

 

【研究要旨】 

【目的】多様な社会関係を持ち活動を展開する女性にくらべ、男性、特に企業退職男性は

孤立や地域社会から埋没することが危惧されている。企業退職男性が豊かなつながりを持

ち、ソーシャルキャピタルとして地域社会に関わる仕組みを構築することが喫緊の課題と

いえる。本研究では、企業退職者の社会関係や活動の変化を居場所という概念から整理し、

事例への調査から、企業退職男性がソーシャルキャピタルとして活躍するうえでの意義と

課題を考察する。 

【方法】同系列企業の退職者集団としてスタートした「ダイヤネット」「NPO 法人かながわ

子ども教室」と、自治体が主催する男の料理教室受講者の自主グループから展開した「NPO

法人生きがいの会」に着目し、これらの団体の活動の観察を行うと共に、リーダーと協力

の得られたメンバーから、活動に関わる経緯と意味について半構造化面接によるインタビ

ュー調査を行った。 

【結果】調査の結果、3つの事例へのインタビューからは共通して、男性、都市郊外に居住

する企業退職者といった同質性の高さが醸し出す「居心地の良さ」が聞かれた。また、「自

己の楽しみだけではなく、社会に役立つ何かをしたい」という想いが語られていた。最初

は、退職後にできた時間を埋めるべく、ICT、料理、退職者同士の親睦を目的に関わった活

動ではあるが、時を経て地域のために「役立つ何かをしたい」という想いが増し、教室の

開催や高齢者施設の運営受託などの動きにつながっていた。 

【考察・結論】企業退職男性がソーシャルキャピタルとして活躍するためには、男性より

もコミュニケーション力に長ける女性が、男性を中心とした活動に入ってくる形は双方に

とって良い効果を及すこと、同質性の高い仲間の存在と共に、地域のニーズを自ら知り、

自らが活かしたいシーズと結び付けていく時間の必要なことが考えられた。今後、高齢者

自身がソーシャルキャピタルとして活躍することの有用性を、個々人で理解していくため

の価値変換を行っていくことが急務といえる。

 

Ａ．研究目的 

日本では、1980 年代以降から、「社会活

動」や「社会参加」は高齢期の健康や生き

がい形成、自己実現に寄与する重要な要因 

 

 

と位置づけた様々な施策が進められてきた。

また、老年学（gerontology）分野でも、幸

福な老い（successful aging）を構成する「病
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気や病気に関連する障がいの発生可能性が

低いこと」、「高い水準での身体的･認知的機

能があること」、「社会活動や生産的活動に

関わること」という 3 つの構成要素の一つ
1）として、多くの知見が積み重ねられてき

た。主観的健康感 2）、生きがい形成 3）など

の肯定的な関係が報告されている。また、

要介護高齢者数が顕著に増加傾向にある日

本においては、介護予防の観点からも、社

会活動への参加が着目されている。近年で

は、これらの健康増進や介護予防といった

高齢者本人への効果に加え、豊富な経験や

知識をもつ高齢者が地域貢献に関する社会

活動を行うことで、地域社会にとっても多

くの恩恵を得ることが指摘されている 4）。

実際に、読み聞かせボランティアとして活

動した高齢者の主観的健康感や体力が向上

したといったヘルスプロモーションの効果

に加え、高齢者が近隣に提供するサポート

の増加といった地域社会への寄与について

の効果が報告されている 5）。高齢者を広い

意味でのソーシャルキャピタルと位置づけ

る動きは、個人の楽しみや自己の充実を目

的として推進されてきた生涯学習分野でも

見受けられる。平成 24 年に超高齢社会にお

ける生涯学習のあり方に関する検討会から

出された提言 6）では、高齢者を社会的役割

を担う存在と位置づけ、「生きがいや健康・

介護予防」「新たな縁の構築」に加え「個人

の自立と社会での協働に資すること」と生

涯学習の意義を再定義している。 

高齢者の社会活動や社会参加に影響を及

ぼす要因としては、性、年齢、家族形態、

健康度自己評価、活動能力、社会関係、活

用できる技術や知識等が報告されている。

年齢が低い、配偶者がいること、健康度の

自己評価が高いこと、親しい友人･隣人の量

が多いこと、活用できる技術･知識･資格が

あることが参加に関連していることが明ら

かにされている 7）8）。また、行っている社

会活動の種類には男女差がみられ、男性は

元の仕事関係や同窓会が多くを占めるのに

対し、女性では学習や自治会・町会などが

加わり、多様な社会活動を行っていること

が指摘されている。家庭内無償労働（家事、

同居家族への世話）、家庭外無償労働（別居

家族への支援、友人や近隣への支援、ボラ

ンティア）、有償労働（収入のある仕事）の

3 つの活動領域で検討を行った岡本 9）は、

活動領域により関連要因は異なること、同

じ領域でも男女により異なることを明らか

にしている。家庭外の無償労働をしている

者の特性として、男性では、独居ではない、

人間関係を広げる志向があること、一方で

女性では、自立度が高く、親しい友人･仲間

数の多いことを挙げている。有償・無償に

関わらずボランティア活動に焦点を当てた

小林･深谷 10）は、既存研究で指摘されてき

た属性に加え、活動へのニーズ（活動頻度、

活動場所、有償性などの実際に活動するの

に必要な要件）の影響を指摘している。性

や学歴により活動へのニーズは異なり、男

性においては、知識や技術が活用できるこ

と、活動の頻度が少ないこと、謝金が支払

われることにより、参加意向が高まること

を示している。有償労働、就労に着目する

と、わが国の高齢者（特に男性）は他国に

比べて、可能な限り働き続けたいと考える

割合の高いことが知られている。働く理由

としては、経済的な理由がもっとも多いが、

健康を維持すること、生きがいを得えるこ

とが、他の年代と比べて高い 11）。労働市場

における就労にはなじまないが、単なる健

康維持や社会参加のみではない、高齢者の
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就労ニーズに応えるための取り組みとして

シルバー人材センター事業が推進されてい

る。「生きがい就労」とも呼ばれるシルバー

人材センターでの就労であるが、これまで

行われている会員の意識調査では、希望に

沿った就業機会の少ないことがしばしば問

題点として出され、退会者の退会理由とし

ても健康問題に次いで就業にかかわる理由

があげられている 12）。 

多様な社会関係を持ち活動を展開する女

性にくらべ、男性、特に企業退職男性は孤

立や地域社会から埋没することが危惧され

ている。既存研究で明らかにされてきた男

女で異なる活動の在り方を考慮し、企業退

職男性が豊かなつながりを持ち、ソーシャ

ルキャピタルとして地域社会に関わる仕組

みを構築することが喫緊の課題といえる。

本研究では、企業退職者の社会関係や活動

の変化を居場所という概念から整理し、3

つの事例への調査（観察、インタビュー調

査）から、企業退職男性がソーシャルキャ

ピタルとして活躍するうえでの意義と課題

を考察する。 

 

Ｂ．研究方法 

 企業退職者の社会活動は仕事関係や同窓

会が多くを占めていること、学習意欲の高

いことが指摘されている。本研究では、同

系列企業の退職者集団としてスタートした

「ダイヤネット」「NPO 法人かながわ子ども

教室」と、自治体が主催する男の料理教室

受講者の自主グループから展開した「NPO

法人生きがいの会」に着目する。 

各グループの活動経緯や取組などの詳細

は、後の C.研究結果に記載するが、特色と

しては「ダイヤネット」は ICT（情報通信

技術）、「NPO 法人かながわ子ども教室」は

子ども・世代間交流、「NPO 法人生きがいの

会」は地域の高齢者福祉・男性の居場所が

挙げられる。 

これらの団体の活動の観察を行うと共に、

リーダーと協力の得られたメンバーから、

活動に関わる経緯と意味について半構造化

面接によるインタビュー調査を行った。イ

ンタビュー開始前には、書面をもって調査

の目的、対象者を明確にし、プライバシー

の保護について説明した。 

本調査研究の遂行に際し、調査の実施、

データの取り扱いについて、公益財団法人

ダイヤ高齢社会研究財団の倫理委員会によ

る承認を受けた。 

 

Ｃ．研究結果 

１．企業退職男性の居場所と出番 

内閣府により行われた「平成 23 年度 高

齢者の居場所と出番に関する事例調査」13）

では、高齢者による、地域活性化、被災地

復興、買い物・生活支援、介護予防・福祉、

新しい住まい方、世代間交流、ボランティ

ア活動、趣味など多様な居場所のあり方を

例示している。著者もこの調査の検討委員

として各地に現地調査に出向くなかで、高

齢者が多数を占めつつある社会において、

高齢者が社会を動かすソーシャルキャピタ

ルとしての役割を担っている（担わざるを

えない）現状が見出された。それまでの経

験や知識を活かして高齢者が地域の課題を

解決していくことは、高齢者自身の健康増

進や生きがいにつながる居場所を創り出す

のみならず、社会全体を住みよい居場所と

していく相乗効果が期待される。 

「居場所」という言葉の明確な定義づけ

は行われていないが、建築学、心理学など

多様な分野で居場所のあり方について論じ



られている。建築計画や公共施設計画の観

点から物理的空間に重きをおいてきた建築

学分野でも、近年では、都市高齢者の「居

心地の良い場所」を構成する大きな要素と

して、挨拶を交わす他者、趣味を共に行う

他者、幼馴染といった多様な人間関係の存

在を挙げ

他者とのつながりを居場所の重要な構成要

素としており、「安らげる」や「ありのまま

でいられる」「役に立っていると思える」と

いった感情を伴う場所、時間、人間関係を

指して用いられることが多い

所には、子どもや親といった血縁に基づく

「家庭」、同僚や同級生といった組織的な枠

に基づく「職場や学校」に続き、個々の興

味･関心に基づく「第三の居場所」が存在す

る。「第三の居場所」は個々の価値観がもっ

とも反映される場といえ、定年退職や子育

ての終了と共に失われる居場所と出番（＝

社会的役割）を補完しえる場であるとも考

えられる。

第一の居場所「家庭」、第二の居場所「職

場や学校」、第三の居場所、これら三つの居

場所の比重は、ライフステージによって変

化していく。

られている。建築計画や公共施設計画の観

から物理的空間に重きをおいてきた建築

学分野でも、近年では、都市高齢者の「居

心地の良い場所」を構成する大きな要素と

して、挨拶を交わす他者、趣味を共に行う

他者、幼馴染といった多様な人間関係の存

在を挙げている

他者とのつながりを居場所の重要な構成要

素としており、「安らげる」や「ありのまま

でいられる」「役に立っていると思える」と

いった感情を伴う場所、時間、人間関係を

指して用いられることが多い

所には、子どもや親といった血縁に基づく

「家庭」、同僚や同級生といった組織的な枠

に基づく「職場や学校」に続き、個々の興

味･関心に基づく「第三の居場所」が存在す

る。「第三の居場所」は個々の価値観がもっ

とも反映される場といえ、定年退職や子育

ての終了と共に失われる居場所と出番（＝

社会的役割）を補完しえる場であるとも考

えられる。 

第一の居場所「家庭」、第二の居場所「職

場や学校」、第三の居場所、これら三つの居

場所の比重は、ライフステージによって変

化していく。 

られている。建築計画や公共施設計画の観

から物理的空間に重きをおいてきた建築

学分野でも、近年では、都市高齢者の「居

心地の良い場所」を構成する大きな要素と

して、挨拶を交わす他者、趣味を共に行う

他者、幼馴染といった多様な人間関係の存

ている 14)。心理学分野においては、

他者とのつながりを居場所の重要な構成要

素としており、「安らげる」や「ありのまま

でいられる」「役に立っていると思える」と

いった感情を伴う場所、時間、人間関係を

指して用いられることが多い

所には、子どもや親といった血縁に基づく

「家庭」、同僚や同級生といった組織的な枠

に基づく「職場や学校」に続き、個々の興

味･関心に基づく「第三の居場所」が存在す

る。「第三の居場所」は個々の価値観がもっ

とも反映される場といえ、定年退職や子育

ての終了と共に失われる居場所と出番（＝

社会的役割）を補完しえる場であるとも考

第一の居場所「家庭」、第二の居場所「職

場や学校」、第三の居場所、これら三つの居

場所の比重は、ライフステージによって変

られている。建築計画や公共施設計画の観

から物理的空間に重きをおいてきた建築

学分野でも、近年では、都市高齢者の「居

心地の良い場所」を構成する大きな要素と

して、挨拶を交わす他者、趣味を共に行う

他者、幼馴染といった多様な人間関係の存

。心理学分野においては、

他者とのつながりを居場所の重要な構成要

素としており、「安らげる」や「ありのまま

でいられる」「役に立っていると思える」と

いった感情を伴う場所、時間、人間関係を

指して用いられることが多い 15）。この居場

所には、子どもや親といった血縁に基づく

「家庭」、同僚や同級生といった組織的な枠

に基づく「職場や学校」に続き、個々の興

味･関心に基づく「第三の居場所」が存在す

る。「第三の居場所」は個々の価値観がもっ

とも反映される場といえ、定年退職や子育

ての終了と共に失われる居場所と出番（＝

社会的役割）を補完しえる場であるとも考

第一の居場所「家庭」、第二の居場所「職

場や学校」、第三の居場所、これら三つの居

場所の比重は、ライフステージによって変
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られている。建築計画や公共施設計画の観

から物理的空間に重きをおいてきた建築

学分野でも、近年では、都市高齢者の「居

心地の良い場所」を構成する大きな要素と

して、挨拶を交わす他者、趣味を共に行う

他者、幼馴染といった多様な人間関係の存

。心理学分野においては、

他者とのつながりを居場所の重要な構成要

素としており、「安らげる」や「ありのまま

でいられる」「役に立っていると思える」と

いった感情を伴う場所、時間、人間関係を

。この居場

所には、子どもや親といった血縁に基づく

「家庭」、同僚や同級生といった組織的な枠

に基づく「職場や学校」に続き、個々の興

味･関心に基づく「第三の居場所」が存在す

る。「第三の居場所」は個々の価値観がもっ

とも反映される場といえ、定年退職や子育

ての終了と共に失われる居場所と出番（＝

社会的役割）を補完しえる場であるとも考

第一の居場所「家庭」、第二の居場所「職

場や学校」、第三の居場所、これら三つの居

場所の比重は、ライフステージによって変

図１は、「濡れ落ち葉」などと揶揄され、

社会的孤立の

る企業人の居場所の移り変りを現した概念

図である。家庭が中心の乳幼児期から、学

校や課外活動などにより青年期は多様な居

場所をもつ様になり、成人期は就職を機に

職場が空間、時間、人間関係の全てにおい

て主要な位置を占めるようになっていく。

こうして迎えた高齢期は、第二の円である

職場が無くなるのと同時に、職場中心の成

人期に縮小してしまった第三の円を再構築

することの難しさに直面し、第一の円の小

ささを再確認する時期といえる。第三の円

がほとんどないなかで、「家庭」に唯一の居

場所を求めて配偶者の後をピッ

付いて離れない、これが「濡れ落ち葉」や

「わしも族」のゆえんといえる。

第三の居場所を新たに創り上げる場とし

て、退職後の生活において最も長い時間を

過ごすことになるであろう地域が挙げられ

る。しかし、現役時代には会社と家の往復、

土日は疲れて家で過ごすか接待ゴルフとい

う一週間の繰り返しで、地元のお店

も知らず、近所に顔見知りすらいないとい

う方が多く存在する。

 

図１は、「濡れ落ち葉」などと揶揄され、

社会的孤立の危惧される、都市部に居住す

る企業人の居場所の移り変りを現した概念

図である。家庭が中心の乳幼児期から、学

校や課外活動などにより青年期は多様な居

場所をもつ様になり、成人期は就職を機に

職場が空間、時間、人間関係の全てにおい

て主要な位置を占めるようになっていく。

こうして迎えた高齢期は、第二の円である

職場が無くなるのと同時に、職場中心の成

人期に縮小してしまった第三の円を再構築

することの難しさに直面し、第一の円の小

ささを再確認する時期といえる。第三の円

がほとんどないなかで、「家庭」に唯一の居

場所を求めて配偶者の後をピッ

付いて離れない、これが「濡れ落ち葉」や

「わしも族」のゆえんといえる。

第三の居場所を新たに創り上げる場とし

て、退職後の生活において最も長い時間を

過ごすことになるであろう地域が挙げられ

る。しかし、現役時代には会社と家の往復、

土日は疲れて家で過ごすか接待ゴルフとい

う一週間の繰り返しで、地元のお店

も知らず、近所に顔見知りすらいないとい

う方が多く存在する。

図１は、「濡れ落ち葉」などと揶揄され、

危惧される、都市部に居住す

る企業人の居場所の移り変りを現した概念

図である。家庭が中心の乳幼児期から、学

校や課外活動などにより青年期は多様な居

場所をもつ様になり、成人期は就職を機に

職場が空間、時間、人間関係の全てにおい

て主要な位置を占めるようになっていく。

こうして迎えた高齢期は、第二の円である

職場が無くなるのと同時に、職場中心の成

人期に縮小してしまった第三の円を再構築

することの難しさに直面し、第一の円の小

ささを再確認する時期といえる。第三の円

がほとんどないなかで、「家庭」に唯一の居

場所を求めて配偶者の後をピッ

付いて離れない、これが「濡れ落ち葉」や

「わしも族」のゆえんといえる。

第三の居場所を新たに創り上げる場とし

て、退職後の生活において最も長い時間を

過ごすことになるであろう地域が挙げられ

る。しかし、現役時代には会社と家の往復、

土日は疲れて家で過ごすか接待ゴルフとい

う一週間の繰り返しで、地元のお店

も知らず、近所に顔見知りすらいないとい

う方が多く存在する。

 

図１は、「濡れ落ち葉」などと揶揄され、

危惧される、都市部に居住す

る企業人の居場所の移り変りを現した概念

図である。家庭が中心の乳幼児期から、学

校や課外活動などにより青年期は多様な居

場所をもつ様になり、成人期は就職を機に

職場が空間、時間、人間関係の全てにおい

て主要な位置を占めるようになっていく。

こうして迎えた高齢期は、第二の円である

職場が無くなるのと同時に、職場中心の成

人期に縮小してしまった第三の円を再構築

することの難しさに直面し、第一の円の小

ささを再確認する時期といえる。第三の円

がほとんどないなかで、「家庭」に唯一の居

場所を求めて配偶者の後をピッタリと張り

付いて離れない、これが「濡れ落ち葉」や

「わしも族」のゆえんといえる。  

第三の居場所を新たに創り上げる場とし

て、退職後の生活において最も長い時間を

過ごすことになるであろう地域が挙げられ

る。しかし、現役時代には会社と家の往復、

土日は疲れて家で過ごすか接待ゴルフとい

う一週間の繰り返しで、地元のお店や公園

も知らず、近所に顔見知りすらいないとい

 

図１は、「濡れ落ち葉」などと揶揄され、

危惧される、都市部に居住す

る企業人の居場所の移り変りを現した概念

図である。家庭が中心の乳幼児期から、学

校や課外活動などにより青年期は多様な居

場所をもつ様になり、成人期は就職を機に

職場が空間、時間、人間関係の全てにおい

て主要な位置を占めるようになっていく。

こうして迎えた高齢期は、第二の円である

職場が無くなるのと同時に、職場中心の成

人期に縮小してしまった第三の円を再構築

することの難しさに直面し、第一の円の小

ささを再確認する時期といえる。第三の円

がほとんどないなかで、「家庭」に唯一の居

タリと張り

付いて離れない、これが「濡れ落ち葉」や

第三の居場所を新たに創り上げる場とし

て、退職後の生活において最も長い時間を

過ごすことになるであろう地域が挙げられ

る。しかし、現役時代には会社と家の往復、

土日は疲れて家で過ごすか接待ゴルフとい

や公園

も知らず、近所に顔見知りすらいないとい
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この方々が、退職して初めて、「住んでい

る地域に居場所がない」と悩んだり、住み

続けてきた地域に以前はなかった居心地の

悪さを感じるのは、現役時代には生きるう

えでの大切な場として「職場」という第二

の居場所が存在しており、「寝るだけの場所」

であった地域には何も求めていなかったこ

とが考えられる。ここで一念発起して、市

民大学や地域デビュー講座の受講や社会福

祉協議会などのボランティア制度に登録し

たりと、地域との接点をもつことで、居場

所と出番を広げていく人が多くみられる。

その一方で、同級生や元同僚との年数回の

関わりのなかで同窓会の運営などに出番を

見出す人も少なくない。 

 

２．企業退職者がソーシャルキャピタルと

して活躍する 3つの事例 

（１）ダイヤネット  

「同系列退職者集団」+「ICT」 

「オンラインとオフラインで、たのしく学

ぶ・いきいき集う・気持ちをまとめる」 

日本社会にインターネットが急速に普及

しつつあった 1995 年に開催された同系列

企業退職者を対象にした IT 講習会受講生

が立ち上げた自主グループである。発足当

初は情報通信に関する新た勉強を目的に定

期的に集まっていた。そこから、メンバー

の興味や関心にもとづいた歴史や文化の探

訪、古寺巡りなどのオフラインでの活動が

派生し、オンラインとオフラインでの交流

の場として発展している。 

デジタルカメラで撮影した写真を印刷す

るなど、メンバーの関わる高齢者入所施設

などでのボランティア活動をきっかけに、

現在ではゆうゆう館（杉並区営の敬老会館）

で、地域の高齢者を対象としたパソコン教

室を展開している。教室開催当初は一対一

の指導を行っていたが、知識の追求だけが

受講者の目的ではないことを知り、参加者

相互が教えあう「めだかの学校」方式に切

り替え、地域に新たなコミュニティを創る

ことを目指している。 

2007 年から会員資格を同系列企業出身

者から一般に広げ、このパソコン教室に通

う地域の高齢女性なども加わりつつある。

100 名強の会員の平均年齢は 76 歳、80 歳

代が 4 割弱を占める。加齢に伴い、キーボ

ードの使用が困難になるなどで使い慣れた

パソコンの利用をやめる会員も出てきてお

り、1 年前から、タブレット式端末などの

勉強会も開催している。勉強会では、入院

した会員が闘病生活でのタブレットの利活

用をレクチャーするなど、実体験に基づい

た知識と体験の共有が行われている（写真

下）。また、Facebook などのソーシャルネ

ットワーキングサービスを活用して、オフ

ラインでの活動に参加が困難になる会員が

つながりつづける為の仕組み作りにも取り

組んでいる。 

 

ダイヤネットメンバーのコメント(抜粋)： 

「待ち焦がれた自由な時間ですから、気の

向いた生涯学習講座受講のかたわら、会社

時代の人々との交流で過ごしましたが、こ

れでは一年と少ししか続かない」 

「会社の先輩から秩父観音巡りがあると聞

いて入った、パソコンの勉強が目的ではな

かった」「技術の取得よりも、仲間と試行錯

誤ができ、教えあえることが楽しい」「同じ

企業グループ同士で居心地がとってもよか

った」 

「会が社会にでる一歩として、区の施設を 使って近隣の高齢の方々にパソコンをお教



えする教室を始めた」

「現在、参加者全員でコミュニティを創ろ

う、楽しもうということが教室運営の主軸」

「パソコンは私が教えるけれども、生徒さ

んからは人としてどうあるべきかを教えら

れている」

「生徒さんは高齢の女性が多く、こ

雰囲気は初めてで、楽しくも苦しくもある」

「ICT

切口、地域活動などにも入りやすい」

「先輩会員の今というのは、何年か経つと

自分の置かれる状態と考えている」

「設立メンバーがサードステージにあるな

かで、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上

写真下

レクチャーするメンバー

 

えする教室を始めた」

「現在、参加者全員でコミュニティを創ろ

う、楽しもうということが教室運営の主軸」

「パソコンは私が教えるけれども、生徒さ

んからは人としてどうあるべきかを教えら

れている」 

「生徒さんは高齢の女性が多く、こ

雰囲気は初めてで、楽しくも苦しくもある」

ICT が使えるということで、社会貢献の

切口、地域活動などにも入りやすい」

「先輩会員の今というのは、何年か経つと

自分の置かれる状態と考えている」

「設立メンバーがサードステージにあるな

かで、ICTでどう支えるかは我々の課題」

写真上 タブレット勉強会

写真下 闘病生活

レクチャーするメンバー

えする教室を始めた」 

「現在、参加者全員でコミュニティを創ろ

う、楽しもうということが教室運営の主軸」

「パソコンは私が教えるけれども、生徒さ

んからは人としてどうあるべきかを教えら

「生徒さんは高齢の女性が多く、こ

雰囲気は初めてで、楽しくも苦しくもある」

が使えるということで、社会貢献の

切口、地域活動などにも入りやすい」

「先輩会員の今というのは、何年か経つと

自分の置かれる状態と考えている」

「設立メンバーがサードステージにあるな

でどう支えるかは我々の課題」

タブレット勉強会 

闘病生活中の ICT利

レクチャーするメンバー 

「現在、参加者全員でコミュニティを創ろ

う、楽しもうということが教室運営の主軸」

「パソコンは私が教えるけれども、生徒さ

んからは人としてどうあるべきかを教えら

「生徒さんは高齢の女性が多く、こういう

雰囲気は初めてで、楽しくも苦しくもある」

が使えるということで、社会貢献の

切口、地域活動などにも入りやすい」 

「先輩会員の今というのは、何年か経つと

自分の置かれる状態と考えている」 

「設立メンバーがサードステージにあるな

でどう支えるかは我々の課題」

 

利活用について

 

- 118 - 

「現在、参加者全員でコミュニティを創ろ

う、楽しもうということが教室運営の主軸」 

「パソコンは私が教えるけれども、生徒さ

んからは人としてどうあるべきかを教えら

ういう

雰囲気は初めてで、楽しくも苦しくもある」 

が使えるということで、社会貢献の

 

「先輩会員の今というのは、何年か経つと

「設立メンバーがサードステージにあるな

でどう支えるかは我々の課題」 

活用について

（２）

「同系列企業退職者集団」

「子どもに気付きの楽しさを教えたい！」

2004

「ダイヤかながわ交流会」の分科会として

発足した。発足当初は、シニア世代の知識

や経験を活かして「理科好きの子どもの育

成」と「高齢者の自立と生きがいづくり」

を目的に、小学校の科学クラブなどで「た

のしい科学教室」を開催していた。近年で

は、文系分野の出身者により、暮らしやお

金、世界などの社会の仕組みに関する「た

のしい暮らしの教室」も開催しており、新

たな展開をみせている。

 

◆たのしい科学教室

世の中に存在するいろいろな現象や自然

の働きなどについて、子どもたちにわかり

やすく解説することをモットーにしている。

周囲にある物について「どうしてだろう、

何でこうなるの」といった疑問に答えるこ

とで、子どもたちの興味の芽を育んでいる。

子どもたちの理解や想像力を高めるために、

子どもが参加できる独自の実験や、写真や

図をふんだんに用いた教材を開発している。

海洋、光学、電気、宇宙、環境、液晶、

エネルギー、地球、化学、糸電話、ミクロ

の世界の

なテーマで教室を開催している。

 

◆たのしい

暮らしに必要な食物や水はどのようにし

て届くのか、日本の行事にはどんなものが

あるのか、世界の子どもたちはそこでどん

な暮らしをしているのかなど、暮らしの仕

組みや世界の暮らしを通じ、子どもたちに

心の豊かな生活とは何かを共に考える場を

 

（２）NPO法人かながわ子ども教室

「同系列企業退職者集団」

「子どもに気付きの楽しさを教えたい！」

2004年に、三菱系企業の退職者グループ

「ダイヤかながわ交流会」の分科会として

発足した。発足当初は、シニア世代の知識

や経験を活かして「理科好きの子どもの育

成」と「高齢者の自立と生きがいづくり」

を目的に、小学校の科学クラブなどで「た

のしい科学教室」を開催していた。近年で

は、文系分野の出身者により、暮らしやお

金、世界などの社会の仕組みに関する「た

のしい暮らしの教室」も開催しており、新

たな展開をみせている。

◆たのしい科学教室

世の中に存在するいろいろな現象や自然

の働きなどについて、子どもたちにわかり

やすく解説することをモットーにしている。

周囲にある物について「どうしてだろう、

何でこうなるの」といった疑問に答えるこ

とで、子どもたちの興味の芽を育んでいる。

子どもたちの理解や想像力を高めるために、

子どもが参加できる独自の実験や、写真や

図をふんだんに用いた教材を開発している。

海洋、光学、電気、宇宙、環境、液晶、

エネルギー、地球、化学、糸電話、ミクロ

の世界の 11教室があり、それぞれが具体的

なテーマで教室を開催している。

◆たのしい暮らしの教室

暮らしに必要な食物や水はどのようにし

て届くのか、日本の行事にはどんなものが

あるのか、世界の子どもたちはそこでどん

な暮らしをしているのかなど、暮らしの仕

組みや世界の暮らしを通じ、子どもたちに

心の豊かな生活とは何かを共に考える場を

法人かながわ子ども教室

「同系列企業退職者集団」

「子どもに気付きの楽しさを教えたい！」

年に、三菱系企業の退職者グループ

「ダイヤかながわ交流会」の分科会として

発足した。発足当初は、シニア世代の知識

や経験を活かして「理科好きの子どもの育

成」と「高齢者の自立と生きがいづくり」

を目的に、小学校の科学クラブなどで「た

のしい科学教室」を開催していた。近年で

は、文系分野の出身者により、暮らしやお

金、世界などの社会の仕組みに関する「た

のしい暮らしの教室」も開催しており、新

たな展開をみせている。 

◆たのしい科学教室 

世の中に存在するいろいろな現象や自然

の働きなどについて、子どもたちにわかり

やすく解説することをモットーにしている。

周囲にある物について「どうしてだろう、

何でこうなるの」といった疑問に答えるこ

とで、子どもたちの興味の芽を育んでいる。

子どもたちの理解や想像力を高めるために、

子どもが参加できる独自の実験や、写真や

図をふんだんに用いた教材を開発している。

海洋、光学、電気、宇宙、環境、液晶、

エネルギー、地球、化学、糸電話、ミクロ

教室があり、それぞれが具体的

なテーマで教室を開催している。

暮らしの教室 

暮らしに必要な食物や水はどのようにし

て届くのか、日本の行事にはどんなものが

あるのか、世界の子どもたちはそこでどん

な暮らしをしているのかなど、暮らしの仕

組みや世界の暮らしを通じ、子どもたちに

心の豊かな生活とは何かを共に考える場を

法人かながわ子ども教室 

「同系列企業退職者集団」+「子ども」

「子どもに気付きの楽しさを教えたい！」

年に、三菱系企業の退職者グループ

「ダイヤかながわ交流会」の分科会として

発足した。発足当初は、シニア世代の知識

や経験を活かして「理科好きの子どもの育

成」と「高齢者の自立と生きがいづくり」

を目的に、小学校の科学クラブなどで「た

のしい科学教室」を開催していた。近年で

は、文系分野の出身者により、暮らしやお

金、世界などの社会の仕組みに関する「た

のしい暮らしの教室」も開催しており、新

 

世の中に存在するいろいろな現象や自然

の働きなどについて、子どもたちにわかり

やすく解説することをモットーにしている。

周囲にある物について「どうしてだろう、

何でこうなるの」といった疑問に答えるこ

とで、子どもたちの興味の芽を育んでいる。

子どもたちの理解や想像力を高めるために、

子どもが参加できる独自の実験や、写真や
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教室があり、それぞれが具体的

なテーマで教室を開催している。  
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な暮らしをしているのかなど、暮らしの仕

組みや世界の暮らしを通じ、子どもたちに

心の豊かな生活とは何かを共に考える場を

  

も」 

「子どもに気付きの楽しさを教えたい！」  

年に、三菱系企業の退職者グループ

「ダイヤかながわ交流会」の分科会として

発足した。発足当初は、シニア世代の知識

や経験を活かして「理科好きの子どもの育

成」と「高齢者の自立と生きがいづくり」

を目的に、小学校の科学クラブなどで「た

のしい科学教室」を開催していた。近年で

は、文系分野の出身者により、暮らしやお

金、世界などの社会の仕組みに関する「た

のしい暮らしの教室」も開催しており、新

世の中に存在するいろいろな現象や自然

の働きなどについて、子どもたちにわかり

やすく解説することをモットーにしている。

周囲にある物について「どうしてだろう、

何でこうなるの」といった疑問に答えるこ

とで、子どもたちの興味の芽を育んでいる。 

子どもたちの理解や想像力を高めるために、

子どもが参加できる独自の実験や、写真や

図をふんだんに用いた教材を開発している。 

海洋、光学、電気、宇宙、環境、液晶、

エネルギー、地球、化学、糸電話、ミクロ

教室があり、それぞれが具体的

暮らしに必要な食物や水はどのようにし

て届くのか、日本の行事にはどんなものが

あるのか、世界の子どもたちはそこでどん

な暮らしをしているのかなど、暮らしの仕

組みや世界の暮らしを通じ、子どもたちに

心の豊かな生活とは何かを共に考える場を



提供している。同時に、思いやりの心、感

謝の心、自立心を育むこと目的としている。

世界、お金、食べもの

私たちと水、日本の行事の６教室があり、

それぞれが具体的なテーマで教室を開催し

ている。

 

会では、使用する教材の開発や講師役を

理系分野の出身者が、教室の

験者が担うなど、現役時代のキャリアを活

かした役割分担が行われている。現在では、

積極的な広報や営業活動に加え、創意工夫

に溢れる独自のカリキュラムが評判になり、

小学校、コミュニティハウス、地区センタ

ーから学童保育、はまっ子ふれあいスクー

ルや放課後キッズクラブといった放課後児

童育成プログラム、ねんりんピックや児童

健全育成フェスタなど、県内外に活動の場

を拡大している。年々増える教室の開催依

頼に対応するのと、教室の一層の充実を図

るために、

している。

メンバーは、子どもに科学や社会

みを楽しく伝えることの難しさに悩みつつ

も、子どもに伝わった時の達成感や喜びや

子どもから得られる新たな刺激を活力や元

気の源として、一年に

実施している。

 

かながわ子ども教室メンバーのコメント

(抜粋

「単に遊ぶのではなく、社会に役立つ何か

をしたいという想いをもっていた」

「この活動に入る経緯は一本釣りで、同じ

会社、学校、出身地、そういった関係を利

用して誘われて入る」

「なんといっても健康に留意して、できる

提供している。同時に、思いやりの心、感

謝の心、自立心を育むこと目的としている。

世界、お金、食べもの

私たちと水、日本の行事の６教室があり、

それぞれが具体的なテーマで教室を開催し

ている。 

会では、使用する教材の開発や講師役を

理系分野の出身者が、教室の

験者が担うなど、現役時代のキャリアを活

かした役割分担が行われている。現在では、

積極的な広報や営業活動に加え、創意工夫

に溢れる独自のカリキュラムが評判になり、

小学校、コミュニティハウス、地区センタ

ーから学童保育、はまっ子ふれあいスクー

ルや放課後キッズクラブといった放課後児

童育成プログラム、ねんりんピックや児童

健全育成フェスタなど、県内外に活動の場

を拡大している。年々増える教室の開催依

頼に対応するのと、教室の一層の充実を図

るために、2009

している。 

メンバーは、子どもに科学や社会

みを楽しく伝えることの難しさに悩みつつ

も、子どもに伝わった時の達成感や喜びや

子どもから得られる新たな刺激を活力や元

気の源として、一年に

実施している。 

かながわ子ども教室メンバーのコメント

抜粋)： 

「単に遊ぶのではなく、社会に役立つ何か

をしたいという想いをもっていた」

「この活動に入る経緯は一本釣りで、同じ

会社、学校、出身地、そういった関係を利

用して誘われて入る」

「なんといっても健康に留意して、できる

提供している。同時に、思いやりの心、感

謝の心、自立心を育むこと目的としている。

世界、お金、食べもの１、食べもの

私たちと水、日本の行事の６教室があり、

それぞれが具体的なテーマで教室を開催し

会では、使用する教材の開発や講師役を

理系分野の出身者が、教室の

験者が担うなど、現役時代のキャリアを活

かした役割分担が行われている。現在では、

積極的な広報や営業活動に加え、創意工夫

に溢れる独自のカリキュラムが評判になり、

小学校、コミュニティハウス、地区センタ

ーから学童保育、はまっ子ふれあいスクー

ルや放課後キッズクラブといった放課後児

童育成プログラム、ねんりんピックや児童

健全育成フェスタなど、県内外に活動の場

を拡大している。年々増える教室の開催依

頼に対応するのと、教室の一層の充実を図

2009年にはNPO

メンバーは、子どもに科学や社会

みを楽しく伝えることの難しさに悩みつつ

も、子どもに伝わった時の達成感や喜びや

子どもから得られる新たな刺激を活力や元

気の源として、一年に 130回以上の教室を

 

かながわ子ども教室メンバーのコメント

「単に遊ぶのではなく、社会に役立つ何か

をしたいという想いをもっていた」

「この活動に入る経緯は一本釣りで、同じ

会社、学校、出身地、そういった関係を利

用して誘われて入る」 

「なんといっても健康に留意して、できる

提供している。同時に、思いやりの心、感

謝の心、自立心を育むこと目的としている。

、食べもの２

私たちと水、日本の行事の６教室があり、

それぞれが具体的なテーマで教室を開催し

会では、使用する教材の開発や講師役を

理系分野の出身者が、教室の PR を広報経

験者が担うなど、現役時代のキャリアを活

かした役割分担が行われている。現在では、

積極的な広報や営業活動に加え、創意工夫

に溢れる独自のカリキュラムが評判になり、

小学校、コミュニティハウス、地区センタ

ーから学童保育、はまっ子ふれあいスクー

ルや放課後キッズクラブといった放課後児

童育成プログラム、ねんりんピックや児童

健全育成フェスタなど、県内外に活動の場

を拡大している。年々増える教室の開催依

頼に対応するのと、教室の一層の充実を図

NPO法人格を取得

メンバーは、子どもに科学や社会の仕組

みを楽しく伝えることの難しさに悩みつつ

も、子どもに伝わった時の達成感や喜びや

子どもから得られる新たな刺激を活力や元

回以上の教室を

かながわ子ども教室メンバーのコメント

「単に遊ぶのではなく、社会に役立つ何か

をしたいという想いをもっていた」 

「この活動に入る経緯は一本釣りで、同じ

会社、学校、出身地、そういった関係を利

「なんといっても健康に留意して、できる
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提供している。同時に、思いやりの心、感

謝の心、自立心を育むこと目的としている。 

２、

私たちと水、日本の行事の６教室があり、

それぞれが具体的なテーマで教室を開催し

会では、使用する教材の開発や講師役を

広報経

験者が担うなど、現役時代のキャリアを活

かした役割分担が行われている。現在では、

積極的な広報や営業活動に加え、創意工夫

に溢れる独自のカリキュラムが評判になり、

小学校、コミュニティハウス、地区センタ

ーから学童保育、はまっ子ふれあいスクー

ルや放課後キッズクラブといった放課後児

童育成プログラム、ねんりんピックや児童

健全育成フェスタなど、県内外に活動の場

を拡大している。年々増える教室の開催依

頼に対応するのと、教室の一層の充実を図

法人格を取得

の仕組

みを楽しく伝えることの難しさに悩みつつ

も、子どもに伝わった時の達成感や喜びや

子どもから得られる新たな刺激を活力や元

回以上の教室を

かながわ子ども教室メンバーのコメント

「単に遊ぶのではなく、社会に役立つ何か

「この活動に入る経緯は一本釣りで、同じ

会社、学校、出身地、そういった関係を利

「なんといっても健康に留意して、できる

だけこの会のメンバーであり続けたい」

「企業退職者のグループですが、会社によ

ってカラーや文化が違うので意外に面白い」

「元気な高齢者集団という事で、

学教室をやっている方や

業をやっている方がいたりで、負けてられ

ないと思う」

「3

ディアが多くでる、終わった後の一杯飲み

にもなるべく誘っている」

「子どもにわかる言葉や話し方は意外に難

しいが、これがまた勉強になり楽しい」

「レベルの高い児童がいて、鋭い質問を浴

びるのも

「児童からの「ありがとう」とか、「この次

は何をしてくれるの」の発言が励み」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上

写真下

（３）

 

だけこの会のメンバーであり続けたい」

「企業退職者のグループですが、会社によ

てカラーや文化が違うので意外に面白い」

「元気な高齢者集団という事で、

学教室をやっている方や

業をやっている方がいたりで、負けてられ

ないと思う」 

3 名いる女性メンバーからは独自のアイ

ディアが多くでる、終わった後の一杯飲み

にもなるべく誘っている」

「子どもにわかる言葉や話し方は意外に難

しいが、これがまた勉強になり楽しい」

「レベルの高い児童がいて、鋭い質問を浴

びるのも、緊張とやりがいにつながる」

「児童からの「ありがとう」とか、「この次

は何をしてくれるの」の発言が励み」

写真上 ねんりんピックでの教室風景

写真下 学童での教室風景

（３）NPO法人生きがいの会

だけこの会のメンバーであり続けたい」

「企業退職者のグループですが、会社によ

てカラーや文化が違うので意外に面白い」

「元気な高齢者集団という事で、

学教室をやっている方や 90

業をやっている方がいたりで、負けてられ

 

名いる女性メンバーからは独自のアイ

ディアが多くでる、終わった後の一杯飲み

にもなるべく誘っている」

「子どもにわかる言葉や話し方は意外に難

しいが、これがまた勉強になり楽しい」

「レベルの高い児童がいて、鋭い質問を浴

緊張とやりがいにつながる」

「児童からの「ありがとう」とか、「この次

は何をしてくれるの」の発言が励み」

ねんりんピックでの教室風景

学童での教室風景

法人生きがいの会

だけこの会のメンバーであり続けたい」

「企業退職者のグループですが、会社によ

てカラーや文化が違うので意外に面白い」

「元気な高齢者集団という事で、80歳で科

90 歳で教室の営

業をやっている方がいたりで、負けてられ

名いる女性メンバーからは独自のアイ

ディアが多くでる、終わった後の一杯飲み

にもなるべく誘っている」 

「子どもにわかる言葉や話し方は意外に難

しいが、これがまた勉強になり楽しい」

「レベルの高い児童がいて、鋭い質問を浴

緊張とやりがいにつながる」

「児童からの「ありがとう」とか、「この次

は何をしてくれるの」の発言が励み」

ねんりんピックでの教室風景

学童での教室風景 

法人生きがいの会  

だけこの会のメンバーであり続けたい」 

「企業退職者のグループですが、会社によ

てカラーや文化が違うので意外に面白い」 

歳で科

歳で教室の営

業をやっている方がいたりで、負けてられ

名いる女性メンバーからは独自のアイ

ディアが多くでる、終わった後の一杯飲み

「子どもにわかる言葉や話し方は意外に難

しいが、これがまた勉強になり楽しい」 

「レベルの高い児童がいて、鋭い質問を浴

緊張とやりがいにつながる」 

「児童からの「ありがとう」とか、「この次

は何をしてくれるの」の発言が励み」 

ねんりんピックでの教室風景 
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「男の料理教室」+「地域の高齢者福祉」 

「自らの手で男性の居場所を創りだした

い！」  

東京都杉並区が開催した退職後の男の料

理教室のメンバーが立ち上げた自主グルー

プである。区の教室が終了後も料理の勉強

会を継続しつつ、介護の勉強や地域の高齢

者向け施設の見学を行うなかで、施設での

蕎麦打ちのボランティアを開始している。

メンバーは、どこの施設でも利用者は女性

が多く、隅の方で元気のない男性の姿を目

の当たりにしたことから、男性がいて楽し

い高齢者施設の必要性を強く感じるように

なる。 

この課題意識から、10年ほど前に、区立

松渓中学校の空き教室を利用したデイサー

ビス施設「松渓ふれあいの家」の運営委託

の公募に手を挙げ、受託者として選出され

ている。現在は、男性の利用を意識した多

彩なプログラムとそれを支えるボランティ

アにより、男性の利用者が 70％と全国的に

もユニークな存在で、世田谷区などの他区

からも利用者が訪れている（写真上）。NHK

や民放局、新聞、雑誌などマスコミからの

取材も多く、全国的にも注目を集めるデイ

サービス施設となっている。 

5 年ほど前からは、介護に至る前の人々

への働きかけも積極的に行っており、健康

増進、教養の向上、介護予防、生きがい支

援等の目的に区が運営する高齢者向け施設

「ゆうゆう館」（区内に 34施設あり、NPO

団体などに区が管理運営を委託）の管理運

営を区から受託している。パソコン教室や、

麻雀、フラダンスなど多彩なプログラムを

展開し、地域の茶の間としての居場所の提

供を行っている。この実績が評価され、現

在では区内で二つのゆうゆう館を管理運営

している。 

 近年は、知的好奇心応援教室と題して区

が行う認知症予防講座の実施委託を受け、

江戸時代の歴史を題材にした独自のプログ

ラムを実施している。歴史をテーマにする

ことで男性の参加者が 6 割を占め、区が主

催するこの種の催しでは男性比率の高い教

室として注目を集めている。写真下は、講

座修了生が立ち上げた「お篤の会（篤姫を

題材にした年の教室参加者が立ち上げた自

主グループ）」の活動風景である。会のメン

バーは 60代後半から 80代までの男女が存

在し、それぞれの活動能力を反映した役割

を担いながら、奇数月に歴史探訪のウォー

キング計画の打合せ、偶数月には実際のウ

ォーキングを継続している。 

 

生きがいの会メンバーのコメント(抜粋)： 

「退職直後は、毎日が日曜日で、5 時半頃

に目が覚めた」 

「家に近かったということで、まぁ続けら

れるんじゃないかなと思った」 

「男の料理教室のメンバーの中に、料理の

次に社会貢献をしようじゃないかという意

見がありました」 

「男性の目線で、自分が行きたいデイサー

ビスをつくろうとした」 

「新しい利用者にお出で頂くように色々と

考えまして、ご近所のカルチャーセンター

と称して、普段着で気軽に誰でも参加でき

ることを謳い文句にした」 

「手本として、90歳半ばの元気な方ともお

会いすることができた」 

「社会のために行動したと思っていました

が、実は自分のために一番役立っていたの

ではないかと感じるようにもなった」 

「充実したひとときを過ごしていると実感



している」

「私は勝手に公園をマイ庭園と考えるよう

にしていて、そうすると、広大な庭を持っ

た気になりますから、非常に親しみを持ち

ます。そういう考えを持つのが必要かなぁ

と考えます

「定年退職した今こそ、住み、日々暮らす

場に目を向けることが大切」

「地域では、自治会・町会、近くの公園、

高齢者施設、小学校・保育園など、我々の

力が求められている」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上

写真下

活動風景

撮影：御堂

 

Ｄ．考察

3 つの事例へのインタビューからは共通

して、男性、都市郊外に居住する企業退職

いる」 

私は勝手に公園をマイ庭園と考えるよう

にしていて、そうすると、広大な庭を持っ

た気になりますから、非常に親しみを持ち

ます。そういう考えを持つのが必要かなぁ

と考えます」 

「定年退職した今こそ、住み、日々暮らす

場に目を向けることが大切」

「地域では、自治会・町会、近くの公園、

高齢者施設、小学校・保育園など、我々の

力が求められている」

上 松渓ふれあいの家

写真下 認知症予防講座の自主グループの

活動風景 

：御堂 義乗氏

Ｄ．考察 

つの事例へのインタビューからは共通

して、男性、都市郊外に居住する企業退職

私は勝手に公園をマイ庭園と考えるよう

にしていて、そうすると、広大な庭を持っ

た気になりますから、非常に親しみを持ち

ます。そういう考えを持つのが必要かなぁ

「定年退職した今こそ、住み、日々暮らす

場に目を向けることが大切」

「地域では、自治会・町会、近くの公園、

高齢者施設、小学校・保育園など、我々の

力が求められている」 

松渓ふれあいの家 

認知症予防講座の自主グループの

義乗氏 

つの事例へのインタビューからは共通

して、男性、都市郊外に居住する企業退職

私は勝手に公園をマイ庭園と考えるよう

にしていて、そうすると、広大な庭を持っ

た気になりますから、非常に親しみを持ち

ます。そういう考えを持つのが必要かなぁ

「定年退職した今こそ、住み、日々暮らす

場に目を向けることが大切」 

「地域では、自治会・町会、近くの公園、

高齢者施設、小学校・保育園など、我々の

 

認知症予防講座の自主グループの

つの事例へのインタビューからは共通

して、男性、都市郊外に居住する企業退職
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私は勝手に公園をマイ庭園と考えるよう

にしていて、そうすると、広大な庭を持っ

た気になりますから、非常に親しみを持ち

ます。そういう考えを持つのが必要かなぁ

「定年退職した今こそ、住み、日々暮らす

「地域では、自治会・町会、近くの公園、

高齢者施設、小学校・保育園など、我々の

認知症予防講座の自主グループの

つの事例へのインタビューからは共通

して、男性、都市郊外に居住する企業退職

者といった同質性の高さが醸し出す「居心

地の良さ」が聞かれた。企業文化を反映し

てか、組織としての会則や個々の経験や知

識を反映した役割分担も明確であり、女性

を中心とした地域活動とは異なる入りやす

さが存在していることが示された。男性メ

ンバーのみで運営されてきた活動も、ここ

数年で女性の加入が進み、これがマンネリ

化しつつある空気に適度な刺激となってい

た。女性が中心となって運営される活動に

入ることは、多くの企業退職男性にとって

高い壁が存在するものの

ュニケーション力に長ける女性が、男性を

中心とした活動に入ってくる形は双方にと

って良い効果を及ぼしていることが考えら

れる。

また、共通して、「自己の楽しみだけでは

なく、社会に役立つ何かをしたい」という

想いが語られていた。最初は、退職後にで

きた時間を埋めるべく、

同士の親睦を目的に関わった活動ではある

が、時を経て「役立つ何かをしたい」とい

う想いが増し、教室の開催や高齢者施設の

運営受託などの動きにつながっていた。

を会員相互が交流を深める手段と位置づけ

て活動してきたダイヤネッ

の集える場づくりにつながると考え、相互

が教えあう「メダカの学校方式」の高齢者

向けパソコン教室を展開するに至っていた。

かながわ子ども教室は、神奈川県という広

いエリアを基盤としているが、活動を展開

していくなかで、住んでいる集合住宅での

教室開催にもつなげており、地域社会との

接点づくりにも広がっていた。生きがいの

会のメンバーは、これらの活動に関わるこ

とで、未知の場であった住んでいる地域を

自分の居場所として捉える意識変化がおき
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ていた。企業退職者が地域で「役立つ何か

をする」為には、同質性の高い仲間の存在

と共に、地域のニーズを自ら知り、自らが

活かしたいシーズと結び付けていく段階、

時間の必要なことが考えられる。 

一方で、いずれの事例においても、会全

体の高齢化という悩みが聞かれた。会の知

名度、活動範囲の広がりと共に動ける人材

が必要になるなかで、会の設立メンバーの

後期高齢化、会の活動から徐々に引退しつ

つあるメンバーも存在し、慢性的なマンパ

ワー不足に陥っている。15～20 年という定

年退職後の長い時間を考えるうえで無視で

きないのは、加齢に伴う心身機能、認知機

能の衰えといえる。「年齢」と「自立度（日

常生活の動作を介助なしでできるか）」の変

化を、全国の 60 歳以上の男女約 6,000 名を

1987 年から三年毎に約 20年間追跡した「全

国高齢者パネル調査」（東京都健康長寿医療

センター・ミシガン大学共同研究）の結果
16）、変化のパターンは男女で異なるものの、

多くの人の自立度が低下していくのは 70

歳半ばからであることが明らかにされてい

る。高齢者の交流する他者や活動を共に行

うメンバーの多くは同年代であることが多

く、同時に自立度が低下していく後期高齢

期は社会関係や社会活動の縮小期に位置づ

けられてきた。この変化を考慮し、活動拠

点となる場と住んでいる地域が離れている

ダイヤネットででは、身体能力の低下や配

偶者の介護などで直接的な接触機会が限定

されていくなかで、得意分野である ICT の

活用を模索していた。具体的には、ICT を

介した間接的な交流が、減少しつつある直

接的な接触機会を補うことで、つながりを

維持することを目指している。職場に変わ

る場として社会活動の場を見出した企業退

職者にとって、後期高齢期にそこから引い

ていくことは、二度目の定年退職ともいえ

る大きな影響を及ぼすイベントであるとい

える。後期高齢期に社会活動やそこでの役

割を維持していくための支援策を考えるこ

とは、孤独死や社会的孤立の観点からも重

要な課題といえる。 

また、男性に比べれば少数ではあるもの

の、定年を迎えるまで働き続ける女性が増

加傾向にある 17）なかで、退職を機に第三の

居場所探しに悩むのは男性だけではなくな

ってきている。就労経験をもつ中高年女性

を対象に筆者らが行った調査では、多くの

方が定年退職後にそれまでの経験や知識を

活用し、子育てや教育関連のボランティア

活動に関わっていた。これは、定年退職ま

で勤めた対象者のほとんどが教師や看護師

などの専門職で、それまでの経験を活かし

た活動に関わりやすい条件にあることによ

ると考えられる。しかし、住んでいる地域

との接点については、20～30 代で結婚を機

に離職した方々に比べ、現役時も退職して

からも関わりをほとんどもっていない傾向

がみられた。また、新たに地域で居場所を

創り出そうとしても、自治体の退職者講座

は男性を想定しており、地域活動は主婦で

あった女性が主体になっており、きっかけ

を得にくいという悩みを有していた。近年、

未婚のまま自立した独自のライフスタイル

を維持しながら定年退職を迎える「おひと

りさま」が増加することが指摘されている。

裏返せば、知識や経験を活かすきっかけも

なく地域で埋没して 20 年、30 年という退

職後の時間を過ごした結果、孤独死･孤立死

する高齢女性が増えることとも言い換えら

れ、男性とは異なる地域での居場所と出番

創りに向けた促進策が求められている。 
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Ｅ．結論 

高齢期の社会活動を考えるうえで、自己

の楽しみだけではなく、「それまでの経験を

役立てたい」「役立っている」といった他者

へ貢献、社会的な役割を見出せることは、

退職後の新たな生きがい創出や介護予防と

いった側面だけではなく、地域社会の活性

化、ソーシャルキャピタルの醸造・強化と

いう側面でも重要であることが確認された。 

本研究では既にソーシャルキャピタルと

して活躍する企業退職者を対象に考察をお

こなってきたが、最も大きな課題は、社会

活動に参加すること、何らかの役割を担う

ことに消極的な高齢者の存在である。介護

保険の改定など高齢期を巡る生活環境は厳

しくなっていくなかで、高齢者自身がソー

シャルキャピタルとして活躍することの有

用性を、個々人で理解していくための価値

変換を行っていくことが急務といえる。 
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